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普通教科 ｢情報｣における情報倫理教育の位置づけ (第2報)
-アンケー ト調査結果の比較を通して一
三宅 元子 (岡山大学大学院教育学研究科)山口有美 (和歌山大学経済学部)山口晴久 (岡山大学教育学部)
本研究は,高等学校に新たに平成 15年度から必履修教科として設置される普通教科 ｢情報｣の指導
において重要な意味を持つ情報倫理教育のあり方を探る基礎的な研究として,第1報で論じた中学生 ･
高校生 ･大学生-の情報倫理意織の実態調査から情報倫理教育内容の学年別比較を通して,学習者の意
識と情報に関する知識を質的に分析しその特性について考察した｡第1報で得られた生徒の意識の因子
構造と情報倫理意識についてさらに詳細な分析を加え,学習者の情報に関する知識や情報技術と情報倫
理意識との関わりについて論じ,その問題構造を明らかにした｡そして,高校生の実態調査をふまえた
高等学校の普通教科 ｢情報｣における情報倫理教育の方向性について考蕪した｡
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I.はじめに
前稿 (第1報)では,中学 ･高校 ･大学生(1080
人)-のアンケート調査を通して,普通教科 ｢情報｣
における生徒の意識から見た情報倫理教育の位置づ
けについて考察した｡その因子分析結果より,生徒
の意織の中には①(著作権 ･知的所有権などの)知的
財産権の保護,②プライバシーの尊重,③コンヒ`ユータネ
ッけ-クの知識.④知的好奇心の相反性の4つの因子が
潜んでいる 1)ことがわかった｡中でも④知的好奇心
の相反性は①から③までとクラスターが最後まで形
成されなかった｡このことから④知的好奇心の相反
悼,すなわち知的好奇心により情報倫理知識を善用
することと相反する意識として,悪用もしてみたい
といういたずら心から,情報機器の活用による情報
社会-不用意なアクセスをおこない,子供達自身が
人権侵害の加害者や被害者になる可能性があること
等,子供たちの学習や生活に重大な影響を与えるこ
とがわかった｡すなわち情報教育は単に情報手段の
活用法についての知識を与えるだけではなく,情報
倫理教育の指導内容をどのようものにするかが子供
の倫理意識に与える影響が極めて大きく,指導内容
の構成が今後の指導の鍵になるといえる｡
そこで本稿では,アンケート調査のさらなる分析
を行い,学習者の情報に関する知識や情報技術と情
報倫理意識,特に ｢知的好奇心の相反性｣の関わり
について論じ,高等学校の普通教科 ｢情報｣におけ
る情報倫理教育の方向性について考案するQ
Ⅱ.情報倫理に関する実態調査の分析
2-1アンケー ト調査結果とその分析
表1に著作権 ･知的所有権に関する調査結果を示
す｡表1に示す各事項の著作権上の特質を踏まえて
考察する｡ r新聞の社説の内容の一部を勝手に変え
て,自分の著作物として発表することは問題がある
と思いますか｡｣の質問項目には中学生から大学生
まで,全ての学年で ｢問題がある｣意識が70%を越
えている｡大学2年生では,86.9%と特に高い｡｢友
人と一緒に写っているディシ書タルカメラの画像を用いて,
友人に知らせずに年賀状を作り,多くの人たちに年
賀状を送ることは問題があると思いますか｡｣では,
全体の約半数の人が ｢問題がある｣と答え問題意識
を持っている｡同様に ｢アニメ画面編集掲載｣ ｢他Web
画像の取込｣についても約4割の人が ｢問題がある｣
と答え ｢問題がない｣を上回っている｡しかし｢Web
ページを作成する時,雑誌掲載の風景画の写真を貼
り付けることは,問題があると思いますか｡｣では
全体で ｢問題がある｣25.7%, ｢問題がない｣46.6%
｢わからない｣27.7%であり, ｢問題がある｣より
も ｢問題がない｣の比率が高く,･問題意識が低い｡
学年別では大学2年生は他の学年に比べて,全体を
通して｢問題がある｣が平均より10%から20%高く,
｢問題がない｣を上回り,問題意識が高い｡これら
のことは,表1中の ｢著作権の特徴｣欄に記した著
作権を持つメディア2)の質的違い (社説 (-社会全
体に対して広く出版刊行された文章で,その類似性
-109-
三宅 元子 ･山口 有美 ･山口 晴久
が見破られやすく社会的にも影響が大きい｡),デジ
カメ写真 (-肖像権をもつ他者 (私的知り合い)を含
むものものではあるが社会全体に対して刊行されてい
るわけではないし使用上の目的も許容されうると判断
される｡また私的画像であるから著作権上問題となる
対象者は一人で問題化した場合も社会的に影響が小さ
い｡), Web画像 (-所有権 ･知的財産権を持つ画
像データではあるが,Web上に公開されていることか
ら社会全体に出版刊行されたものと同等のものとみな
されるが,著作権を主張しない画像もあるし新聞社説
などより社会全体に知られ問題化される可能性は低い
等｡)による差が現れていると考えられる｡すなわち
｢社説の変更｣は (Webページコンテンツも一部含ま
れるが)マスコミの既存の著作物に対する意識として
捉えられる｡このような著作物については,ネット上
の著作権問題が取り上げられる以前からマスコミ等で
著作権の問題があるとされ.約7割以上が ｢問題があ
る｣と認識しており問題意識が高いと考えられる｡
しかし.これ以外の4つの質問のWebへ●-シさに対する
著作権の意識は,Webでの著作権が社会で取り上げら
れるようになってからのもので,著作権構造がわかり
にくい｡よって,問題意識が全体的に低いものと考え
られる｡ ｢友人の写真を年賀状に貼付｣は新聞社説と
対称的 (私的,個別的,善用的,画像)な著作権 (肖
像権)である｡これは問題と考える人は5割弱となる｡
また ｢雑誌風景写真貼付｣に対する問題意識が特に低
いのは,他の質問項目は他者が執筆もしくは描画した
作品である,被写体が他者であることより,被写体が
風景などの自然 (-公的)を対象とするものには著作
権に対する意識が低いものと考えられる｡また全体に
大学2年生の著作権に対する意識が他の学年より高い
のは,情報に関する授業を98.7%受けている1)ことと,
年齢的にも社会的影響を幅広く考慮できる段階にある
ことが予測される｡しかし,中学生 ･高校生では全般
にハ●リコンやインタネットの家庭普及率が糾.9%と高い1)にも
かかわらず,いずれの場合も ｢問題はない｣｢わから
ない｣と答えた人が全項目とも50%以上もあり,著作
権に対する情報倫理の関心が低いことがわかる｡
表1.著作権 ･知的所有権に対する情報倫理意識
著作権の特徴 中3 高1 高2 高3 大1 大2 平均
間 社説の変更後発表 文書 社会的 利益追求的 70.6 78.4 66.7 70.1 75.5 86.9 73.2
題があ 友人写真年賀状貼付 写真画像 私的 個別的 37.6 51.6 41.1 37.9 46.1 65.4 46.5
アニメ画面編集掲載 イラスト 私的 個別的 32.9 41.1 35.6 38.8 32.4 58.8 40.3
他Web画像の取込 アニメより画像著作権個別的 65 407 374 3 324 01 01
る 雑誌風景写真貼付 風景画像は著作権希薄 24.7 25.6 21.5 23.2 19.6 41.8 25.7
問題はない 社説の変更後発表 10.65.7 8.5 63 3.9 2.6 6.3
友人写真年賀状貼付 34.1280 35.2 31.3 26.5 17.6 29.4
アニメ画面編集掲載 32.9 35.0 40.433.9 36.320.3 34.0
他Web画像の取込 28.235.8 36.7 39.335.318.333.6
雑誌風景写真貼付 41.2 47.6 51.1 48.2 53.9 32.7 46.6
わからない 社説の変更後発表 18.8 19.5 24.8 23.7 20.6 10.5 20.5
友人写真年賀状貼付 28.2 20.3 23.7 30.8 27.5 17.0 24.2
アニメ画面編集掲載 34.1 24.0 24.1 27.2 31.4 20.9 25.7
他Web画像の取込 35.3 23.6 25.9 26.8 32.4 21.6 26.3
｢社説の'変更後発表｣(P<0.05) ｢友人写真年賀状貼付｣(P<0.05)
｢アニメ画面編集掲載｣(p<0.05) ｢他Web画像の取込｣(Pく0.05)
｢雑誌風景写真貼付｣(p<0.05) *カイ2乗検定の表記については第1報に準じる｡
(アンケート質問事項)
社説の変吏後発表-新聞の社説の内容の一部を勝手に変えて,自分の著作物として発表することは問題があると
思いますか｡
友人写真年賀状貼付-友人と一緒に写っているディヅタ瀬メラの画像を用いて,友人に知らせずに年賀状をつくり多
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くの人たちに年賀状を送ることは問題があると思いますか｡
アニメ画面編集Web掲載-好きなアニメを録画し,1画面だけを画像に編集してWd)へ●ゼ に掲載することは問題があ
ると思いますか｡
他Web画像の取込-Webページを作成するとき･他のWeb"げ で気に入った画像を取り込み利用することは問
題があると思いますか｡
雑誌風景写真貼付-Webページを作成する時,雑誌掲載の風景画の写真を貼り付けることは,問題があると思い
ますか｡
大学2年生の情報倫理意識が特に高いこと及び大学2
年生は情報に関する授業をほぼ全点が受講しているこ
とに着目し,情報に関する授業 (講義)受講の有無と
情報倫理意識をクロス集計した結果を表2に示す｡表
2より,情報に関する授業 (講義)を ｢数年間受けた｣
｢1年間受けた｣人は,5項目全てに対し ｢受けたこ
となし｣に比べて ｢問題がある｣と答えた比率が高く,
｢わからない｣と答えた比率が低い｡｢その他｣は｢数
回受けた｣｢半期の講義で受けた｣との回答であり,
これらの被験者も｢問題がある｣と答えた割合が高い｡
またパソコン保有の有無と著作権 ･知的所有権に対す
る情報倫理意識について表3に示す｡表3より r自分
専用あり｣｢家族と共有｣は5項目いずれも ｢問題あ
り｣と答えた人が多く問題意識が高いが, ｢自分は不
使用家族は使用｣｢なし｣はパソコン保有者よりも｢問
題がある｣と答えた人は少なく,問題意識が低い｡表
2の情報に関する授業 (講義)受講有の人と表3のハ●
リコン保有者は,著作権･知的所有権に対しほぼ同じ傾向
を示していることから,ハ'ソコンに興味関心がありハ●ソコン
保有ということだけで情報倫理意識は育つのではな
く,情報倫理について具体的に ｢教えてもらう｣行為
に影響を受けると考えられる｡これらの両統計の関連
性についてはさらに分析を進めたい｡
表2.情報に関する授業(講義)受講の有無と著作権 ･知的所有権に対する情報倫理意識のクロス表(%)
項目 数年間受けた 1年間受けた 受けたことなし その他 合計
間 社説の変更後発表 77.3 71.9 63.3 78.6 73.2
題がある 友人写真年賀状貼付 49.0 45.5 37.3 53.8 46.5
アニメ画面編集掲載 42.5 37.5 34.7 51.3 40.3
他Web画像の取込 42.4 40.2 28.0 48.7 40.1
雑誌風景写真貼付 26.6 27.0 18.0 28.2 25.7
問題 社説の変更後発表 5.5 67 10.0 26 6.3友人写真年賀状貼付 28.2 29.5 347 5.6 29.4
は アニメ画面編集掲載 36.2 33.0 39.3 239 340
ない 他web画像の取込 34.5 31.0 46.0 24.8 33.6雑誌風景写真貼付 47.7 44.2 53.3 43.6 46.6
わからな 社説の変更後発表 17.3 21.4 26.7 18.8 20.5
友人写真年賀状貼付 22.7 25.0 28.0 20.5 24.2
アニメ画面編集掲載 21.4 29.5 26.0 24.8 25.7
他Web画像の取込 232 88 0 265 63
い 雑誌風景写真貼付 25.8 28.8 28.7 28.2 27.7
｢社説の変更後発表｣(p<0.05) ｢友人写真年賀状貼付｣(p<0.05)
｢アニメ画面編集掲載｣(p<0.05) ｢他Web画像の取込｣(P<0.05)
｢雑誌風景写真貼付｣(p<0.05)
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表3.ハ`ソコン保有の有無と著作権 ･知的所有権に対する情報倫理意識のクロス表
(%)
自分専用あり 家族と共有 自分は不使用家族は なし 合計
間 社説の変更後発表 80.6 70.3 70.1 73.6 73.2
題が 友人写真年賀状貼付 53.9 43.9 44.8 44.8 46.5アニメ画面編集掲載 00 395 379 28 03
ある 他Web画像の取込 51.9 40.2 29.9 26.4 40.1雑誌風景写真貼付 360 234 15 09 257
問題 社説の変更後発表 7.4 6.8 5.7 3.1 6.3友人写真年賀状貼付 2.8 320 25.3 29.4 29.4
はない アニメ画面編集掲載 28.7 357 32.2 37.4 34.0
他Web画像の取込 34.5 310 46.0 248 33.6
雑誌風景写真貼付 41.1 48.6 50.6 46.0 46.6
わからな 社説の変更後発表 12.0 22.9 241 23.3 20.5
友人写真年賀状貼付 21.3 24.1 29.9 25.8 24.2
アニメ画面編集掲載 21.3 24.8 29.9 33.7 25.7
他web画像の取込 202 64 7.6 356 63
い 雑誌風景写真貼付 22.9 28.0 29.9 33.1 27.7
｢社説変更後発表｣(P<0.01) ｢友人写真年賀状貼付｣(P>0.05)
｢アニメ画面編集掲載｣(p<0.01) ｢他Web画像取込｣(p<0.01)
｢雑誌風景写真貼付｣(P<0.01)
2-2倫理観の調査結果とその分析
前稿1)で,｢情報に関する授業(講義)受講の有無と｢ネ
チケット｣ ｢フィルタルクt'｣ ｢LAN｣という言葉を知っている
か｣のクロス表と, ｢ハ●リコン保有の有無と ｢ネチケット｣ ｢フ
ィルタルクoJ ｢LAN｣という言葉を知っているか｣のク
ロス表を掲示し,用語に対する知識は授業(講義)で学
習して覚えるのではなく,むしろ個人の興味･関心が用
語の知識に関係が深いという分析結果を得たが,用語
知識のある事と情報倫理的行動との関係を調べるた
め,表4のとおり, ｢｢フィルタリンクo｣を知っている｣と
｢他人のコンヒ●ユづに無断でげ インしたい｣. ｢コンヒ●ユづウ
イルスを開発できたら他人のコンビユづに入れてみたい｣の
クロス集計3)4)を行った｡その結果 ｢内容まで詳しく
知っている｣と答えた人はげ インを ｢ぜひしたい｣が
34.8%であり,ウルスを他人のコンt'ユづに送付することを
｢ぜひしたい｣は50%である｡この結果は注目に値す
ることで,専門用語を ｢ある程度までは知っている｣
から ｢全く知らない｣までの比率と比べ､かなり高い
比率で ｢無断でげ イン｣することや, ｢コンt'ユータウイルスを
入れたい｣と考えていると判断される.これらは生徒
の潜在意識を表すもので,技術知識を得ることにより
その知識を活用したいという気持ちが善用 (プライバ
シーを守ったりウイルスなどの外敵から自己防衛する意
秩)に働く場合だけではなく.悪用 (コンt'ユづ技術を利
用して,他者のプライバシーを覗いたり知的財産権を
侵害したりするハッキング行為をしたいという意識)
の相矛盾する諸刃の剣 とも言 うべき意識の相反性
(ambivalence)が存在すると考えられる｡この可能性は
これまで有靴音によって議論されては来たが,実地統
計の上で明確な事実として示された点で興味深い結果
である｡この事は情報教育での情報倫理教育の重要性
を示すもので,情報教育が情報技術教育を優先して情
報倫理教育を軽んじた場合,技術知識は悪用される可
能性が十分あることを示している｡
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表4.｢『フィルタルク○』を知っている｣と ｢他人のコンビユうに無断でげ インしたい｣, ｢コンヒ'ユータクルスを開発できたら他人
のコンヒ●ユータに入れてみたい｣のクロス表
(%)
内容まで詳 ある程度ま 聞いたこ 少しは知 全く知 合計
しく知っている では知っている とはある つている らない
ぜひしたい ロクさイン 34.8 10.7 7.7 3.3 3.5 4.7
クルス 50.0 17.9 17.9 7.1 8.2 9.9
どちらかといえ ロク○イン 3.8 16.I 5.1 10.4 10.0 10.1
ばしたい クルス 7.7 12.5 2.6 4.9 5.8 5.9
どちらとも言えない ロク1イン 19.2 10.7 15.4 16.5 14.5 14.8ウイルス 3.8 96 03 76 39 4
どちらかといえ pク1'イン 7.7 21.4 17.9 21.4 14.3 15.8
ばやりたくない ウイルス 7.7 12.5 10.3 12.1 ll.7 ll.7
絶対にやらない pク○イン 26.9 33.9 53.8 43.4 45.4 44.4
ウイルス 30.8 37.5 59.0 58.2 60.2 58.0
その他 ロク中イン 7.7 7.1 4.9 12.2 10.2
げ イン-あなたが,もし他人のユザさ一名とハ'スワードを知ったら,無断でpク～インしたいと思いますか｡
ウイルス-あなたがコンヒ●ユづウイルスを開発できるとしたら,他人のコンヒ'ユータに入れてみたいと思いますか｡
｢pク○イン｣カイ2乗=34.094 ｢ウイルス｣カイ2乗=14.671
以上のことを検証するため,16アイテム65カテコ1リーを数量
化Ⅲ類(JUSE-StatWo血;/MRl)で解析した｡第1次段階
として被験者全員 (1080人)を対象に数量化Ⅲ類
にかけて解析をしたところ5)6),1名の特異点となる
1個体(表 4におけるフィルタリげ の用語を ｢全く知らな
い｣×ウイルスの開発について ｢わからない｣と回答した
0.1%)が他の個体と大きく離れた存在となったので,
この個体を除外し,再度数量化Ⅲ類で分析した｡表5
に変数スコアを示す｡各カテゴリー 間の距離が最も離
れているのは,成分1では47｢あなたは 『フィルタルク○』
という言葉を知っていますかO｣の ｢内容まで詳しく
知っている｣と ｢全く知らない｣の2.S91である｡同
様の傾向は48｢あなたは『LAN』という言葉を知って
いますか｡｣での ｢内容まで詳しく知っている｣と｢全
く知らない｣の2.521,46｢あなたは 『ネチケット』という
吉葉を知っていますか｣における ｢内容まで詳しく知
っている｣と ｢全く知らない｣の2.379,7｢あなたは
『インターネット』という言葉を知っていますか｣での ｢内容
まで詳しく知っている｣と ｢全く知らない｣の 2.274
の順である｡成分2では距離が最も離れているのは24
｢あなたが,もし他人のユザ 一名 とハ●スワードを知ったら,
無断でげ インしたいと思いますか｡｣の ｢ぜひしたい｣
と ｢絶対にやらない｣の1.834,25｢あなたがコンヒ●ユづ
ウルスを開発できるとしたら,他人のコンヒ'ユづに入れてみ
たいと思いますか｡｣での ｢ぜひしたい｣と ｢絶対に
やらない｣の 1.356である｡成分1.2の変数値をそ
れぞれ座標軸にプロットすると図1iこなる｡第丁軸で
は正の方向に ｢フルタルク1'｣ ｢LAN｣ ｢ネチケット｣ ｢インタ丞
ット｣の ｢内容まで詳しく知っている｣がプロットとさ
れる｡第Ⅱ軸では正の方向に ｢げ イン｣｢ウイルス｣の ｢ぜ
ひしたい｣の変数値がプロットされ負の方向に ｢わか
らない｣｢絶対にやらない｣がプロットされる｡そこ
で,以下のように言える｡
第Ⅰ軸はコンヒ●ユータネットワーク知識の多少に関する軸
第Ⅱ軸は知的好奇心の働きの相反性に関する軸
このことから図1のとおり,用語を ｢内容まで詳しく
知っている｣とウJI収や無断でpクさイン｢せひしたい｣は相
関関係が強く,コンヒ'ユづネットワークの知識がある人ほど｢げ
イン｣｢クルス｣をぜひしてみたい,悪用したいという意識
をもつ傾向が見られる｡図2の性別による結線では,
第Ⅰ相関軸の距離の差 0.187に比べ,第Ⅱ相関軸では
0.528で,男子が女子よりもネットワークの知識を得たら反社
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会的行為への興味が高いO学年別のカテコ1'少の結線では, Ⅱ軸で負の値(-0.911)を示し, ｢げ イン｣や ｢クルス｣に
前述のとおり情報倫理に関する間題意織の高い大学2 対し ｢絶対にやらない｣と答え,善悪の判断があるこ
年生は,他の学年と大きくかけ離れ,第 Ⅰ軸で正の値 とが一目でわかる｡
(0.糾7)であり他学年の負の値に比べて知織も高く,第
表 5.各変数 ス コア表
nO 変数名 成分1 成分2 成分3 成分4 成分5
1 性別 男子 0.088 0.248 0.267 0.254 -0.300
女子 -0.099 -0.280 -0.301 _0.287 0.339
2 学年 中学3年 -0.236 -0.088 0.114 0.190 -0.182
高校 1年 -0.113 0.233 -0.227 -0.305 _0.485
高校2年 -0.210 0.205 -0.035 -0.071 _0.338
高校3年 -0.087 0.366 0.551 _0.112 0.111
大学1年 -0.056 -0.350 -0.168. 0.017 1.394
大学2年 0.847 -0.991 -0.329 0.665 0.383
3 ハ●リコン保有の 自分専用有 0.802 _0.461 0.088 0.539 0.496
有無 家族と共有有 -0.167 0.158 -0.051 -0.122 -0.317
自分は不使用.家族使用 -0.433 0.247 0.022 -0.527 0.018
なし -0.454 0.043 0.030 -0.145 0.313
6 情報に関する 数年間受講 0.078 0.112 -0.106 -0.130 -0.359
授業(講義)受 1年間受講 -0.067 -0.150 -0.076 0.164 -0.065
講の有無 なし -0.201 0.508 0.585 -0.213 0.721
その他 0.271 _0.430 -0.129 0.051 0.445
24 ロク○イン ぜひしたい 1.339 1.560 1.746 -0.125 0.383
どちらかといえばしたい -0.120 0.637 0.000 0.458 -0.645
どちらとも言えない -0.209 -0.039 0.161 0.354 -0.410
どちらかといえばやりたくない -0.033 -0.105 -0.171 0.490 -0.141
絶対にやらない 0.160 -0.274 -0.345 -0.310 0.352
わからない -0.851 0.060 0.729 -0.324 -0.259
25 ウイルス ぜひしたい 0.714 I.116 1.120 0.051 0.330
どちらかといえばした 0.163 0.758 0.086 0.545 -1.073
どちらとも言えない -0.389 -0.022 0.275 0.383 _0.689
どちらかといえばやりたくない -0.156 -0.114 -0.035 0.514 -0.373
絶対にやらない -0.010 -0.240 -0.262 -0.263 0.300
38 社説変更後発 問題がある 0.184 -0.075 -0.208 _0.096 _0.019
秦 問題はない 0.401 0.994 0.737 0.37ケ 0.528
わからない -0.786 -0.039 0.519 0.228 -0.095
39 友人写真年賀 問題がある 0.402 -0.203 -0.174 -0.262 -0.076
状貼付 問題はない -0.044 0.700 -0.163 0.283 0.057
わからない -0.722 -0.462 0.534 0.162 0.078
40 Webにクラツシック 問題がある 1.057 -0.424 0.026 -0.623 -0.236,
音楽流 問題はない 0.046 0.405 -0.253 0.107 0.028
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分散(変数スコア:九 サンプ')レスコア:1.0)
7.｢インターわト｣-あなたは ｢イシターiット｣という青葉を知っていますか
24,25,26,36,37,38,39,40,41,42,43,46,47,48については前述による
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分散 =変数:1サn'b:1.0 アイテム析コーJ赦:65
分散 =A 7イテム析コ●lJ数 :65
●-+i-_ ●● ●●､ ●
粛Ⅰ軸
図1.全変数の散布図
表示サ)デル数:1079/1079 基準値:0.00
′ ∴ ××
㍗ ×
図2.変数の散布図
(性別･学年のカテコ01)の結線)
腰 xxcf._ .T 罰 翫 5'攣 戦く 戦××済､ゝ狩 ×_V惑 澄
×ノ1.-7.x禦 .箪弊/ ､ く蒼40警 鞄
図3.変数の散布図(38.39,40,41,42,43のカテコ○少の結線)
38｢社説変更後発表｣ ,39 ｢友人写真年賀状貼付｣ ,
40｢Webにタラッシック音楽流｣ ,41｢雑誌風景写真貼付｣ ,
42｢アニメ画面編集掲載∴ 43｢他Web画像取込｣につ
いて結線したものを図3に示す｡38｢社説変更後発表｣
は荊述 (表1)の通り,マスコミの既存の著作物に対
する意識として捉えられ,ネット上の著作権問題が取
り上げられる以前からマスコミ等で著作権の問題があ
ると認識されているため他の知的所有権とやや傾向を
異とするが,39,40,41,42,43,はいずれも,｢問題がある｣
と答えた人は第Ⅰ軸で正の値を示し,第Ⅱ軸では負の
値を示すというほぼ同じ傾向を示している｡間題意織
の高い人ほど,ネットワークに関する知識をもち,無断pクさイ
ンやクルスを試すという反社会的行為に対しては｢絶対に
やらない｣という意識を持っているという興味深い結
果となった｡
これらのことから, ｢情報｣に関する知識が不十分で
あることから,著作権,プライバシー等についての倫
理意織が希薄で,自分自身の知的好奇心の ｢悪用｣に
対し興味を覚えること】また逆に一定の教育を受ける
事で倫理意織が働き, (不用意に)著作楓 プライバ
シーの侵害行為を行いにくくなる効果がある (-精神
的歯止めとなる)ことが実地統計として検証されてい
ると考えられる｡そこで生徒の情報倫理感を高めるた
めには,授業の中で常に生徒の問題意識を高めていく
必要性があるとともに,情報倫理意識を高める授業の
工夫が必要である｡
Ⅲ.まとめ
第2報では生徒のアンケート調査結果を,数量化Ⅲ類で
解析することで生徒の意識の構造と情報倫理意識につ
いてさらに詳細に分析し,学習者の情報に関する知織
や情報技術と情報倫理意識との関わりについて考察し
た｡得られた結果を総括すると以下のようにまとめら
れる｡
(1)｢情報活用の実践力｣は生徒の (情報技術-の)輿
味,関心と関わりが深い｡
(2)情報に関する知識 (情報の科学的理解)は授業 (請
義)の中で習得と比例しているが,情報倫理観
については倫理に関する個別知識は低いものの
社会科等の他教科における倫理教育の影響を受
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けている｡
(3) 著作権等の問題意識が高い生徒は情報倫理観も
高い｡すなわち情報社会に参画する態度は,坐
徒の (他教科を含めた総合的知識に基づく)問
題意識の高さに起因するものである｡
(4) 生徒の倫理意識は,情報倫理教育の内容に大きく
左右される｡従って情報倫理教育を受けた生徒
の倫理意識は高く,情報科の授業における情報
倫理教育は有効である｡すなわち ｢知的好奇心
の相反性｣のもつ問題点は情報倫理教育の徹底
によって改善できる事がアンケートの統計分析
の結果明らかになった｡
これらのことから,普通教科 ｢情報｣の授業の実施
にあたっては,情報教育の3つの目標7)8)を踏まえ,
情報倫理について生徒の興味関心を持たせ生徒の問題
意識を常に高める授業実践をおこなう必要がある｡今
後の本研究の課題としては,生徒の倫理意識を形成さ
せる人格的内因 (パーソナリティー)について分析す
る事,そのパーソナリティーに適合した情報倫理教育
の方法を示す事,またこれらを実現するための授業実
践カリキュラムの開発がある｡本研究は情報倫理教育
カリキュラム開発のためのベースになる生徒の意織内
考察としての意味を持つ｡
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